
 個別の教育支援計画（参考様式）記入のポイント  

６ 個別の教育支援計画の作成と活用 特別支援教育編 

 個別の教育支援計画は、長期的な視点に立ち、教育・福祉・医療・労働等の関係機関が連

携して一人一人のニーズに応じた支援を効果的に実施するためのものです。保護者を含め

て関係機関と連携をとりながら学校が中心となって作成します。 

「個別の教育支援計画作成マニュアル」（鳥取県教育委員会）参照 

「特別支援教育課ＨＰ」よりダウンロードできます。 

加筆・修正した

記入日と記入者

を書きます。 

個人情報のため、保護者に

記入していただいたり、聞

き取りながら記入したりし

ます。保護者の希望で記入

しない項目があってもかま

いません。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=47700


〈作成にあたって〉 
 ○担任等の気づきや本人・保護者からの相談を受けて、作成について校内委員会において協 

  議します。 

 ○保護者との共通理解を図った上で関係者や関係機関と連携して作成します。 

〈活用の方法〉 
 ○保護者や本人との話合いが「活用」の第一歩です。 

 ○支援を積み上げていく際に活用し、見直しを図ります。それにより一層、的確な支援を行 

  うことができます。 

 ○転学や卒業においても転学先や進学先への大事な引継資料となります。 

 ○引継のあった個別の教育支援計画は、転学先や進学先においても引き続き作成して、有効 

  に活用します。 

 

 

 ○個人情報が漏えいしたり滅失したりすることがないようにしてください。 

 ○各自治体における個人情報保護条例等の規定に基づき、適切な管理や取扱いを行う。 

 留意点 

 関わりのある関係機関について記載します。 

  ・機関の名称 ・担当者氏名 

  ・連絡先（住所・電話番号）  

  ・主な支援内容や配慮事項等 

本人の興味・関心のあ

ること、得意なことや

好きなことなどは、指

導や支援の手がかりと

して重要です。 


